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1,500 人 会員増強運動

ヨットハーバーから西宮大橋をのぞむ　　　写真と文　田中　積氏（用海校区）

　

先
日
、
車
の
免
許
更
新

で
初
め
て
事
前
の
高
齢
者

講
習
を
受
け
た
。
▼
こ
の

制
度
の
必
要
性
は
理
解
で

き
る
が
、
何
と
な
く
高
齢

運
転
者
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
透
け

て
見
え
、
自
分
も
そ
の
一
人
な
の
だ
と
い
う

現
実
に
寂
し
さ
を
感
じ
た
。
▼
免
許
更
新
は

無
事
終
え
た
が
、
高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
昔
あ
る
化
学
研
究
所
の
先
生
が

言
っ
て
い
た
言
葉
を
思
い
出
し
た
。
そ
れ
は

「
今
、
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
た
ち
は
近
未

来
か
ら
の
留
学
生
で
あ
る
。こ
の
子
た
ち
が
、

近
い
将
来
夢
の
あ
る
世
界
を
築
い
て
く
れ
る

よ
う
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
今
の
大
人
た
ち

の
責
務
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

▼
果
た
し
て
自
分
が
そ
の
よ
う
な
仕
事
を
し

て
き
た
か
、
は
な
は
だ
疑
問
を
感
じ
る
次
第

で
あ
る
。
▼
人
は
齢
を
と
っ
て
も
性
格
は
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
あ
る
資
料
に
よ
る

と
今
の
老
人
（
高
齢
者
）
は
次
の
五
つ
に
分

け
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
過
去
を
後
悔
せ
ず
未

来
に
希
望
を
持
つ
（
円
熟
型
）、
現
実
を
受

け
入
れ
安
楽
に
暮
ら
し
た
い
（
依
存
型
）、

老
化
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
（
装
甲
型
）、

老
い
へ
の
不
満
を
他
者
に
転
嫁
す
る
（
敵
意

型
）、人
生
を
失
敗
だ
っ
た
と
嘆
く（
自
責
型
）

で
あ
る
。
▼
過
去
か
ら
の
帰
還
者
た
る
我
々

高
齢
者
も
、
で
き
た
ら
こ
れ
か
ら
先
、
さ
ら

な
る
希
望
が
持
て
る
（
円
熟
型
）
で
あ
り
た

い
も
の
で
あ
る
。

（
北
六
甲
台　

國
田
）

月刊

爽
や
か
な
秋
晴
れ
と　

水
面
に
映
え
る
マ
ス
ト
の
群
れ

今
年
は
秋
時
雨
が
長
く

木
枯
ら
し　

小
春
日
和
と
繰
り
返
し

や
が
て
冬
を
迎
え
る



第 214 号（2） 西宮いきいきクラブニュース平成 29 年（2017年）11,12 月号

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

•
月
刊
い
ぶ
き
第
2
1
3
号　

10
月
号

　

発
送
済

•
Ｌ
版
64
号　

１
月
号
の
原
稿
依
頼

（
原
稿
締
切
：
11
月
8
日
㈬
）

〈
文
化
教
養
部
〉

•
第
50
回
高
齢
者
作
品
展
の
開
催
結
果

•
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
開
催

　
（
11
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、
各
㈮
）

〈
体
育
部
〉

•
た
の
し
い
体
力
測
定
の
開
催

　
（
11
月
17
日
㈮
）

〈
女
性
部
〉

•
委
員
会
の
開
催
及
び
感
謝
の
一
円
持
ち

　

寄
り
並
び
に
後
期
健
康
講
座
の
開
催 

　
（
11
月
22
日
㈬
）

〈
事
務
局
〉

•
こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
（
１
・
２
・
３
・
４

　

月
）
の
割
当

•
平
成
30
年
度
こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
年
間

　

配
車
計
画
（
案
）

•
高
齢
者
芸
能
大
会
入
場
整
理
券
・
抽
選

　

券
の
配
布

•
全
老
連
か
ら
「
1
0
0
万
人
会
員
増
強

　

運
動
全
国
事
例
集
」
の
配
布

•
県
老
連
「
き
ず
な
」
10
月
号
の
発
送
済

※　

次
回
定
例
理
事
会
→
11
月
8
日
㈬

　
　

三
役
会
：
午
前
10
時

　
　

理
事
会
：
午
後
1
時
30
分

　
　

西
宮
市
と
の
定
例
協
議
会
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
30
分

市
老
連
理
事
会 

10
／
11

11・12・1月の行事予定

12 月 13 日㈬ 三役会　
理事会
プロジェクト会議

10：00
13：30
15：30

1 月 10 日㈬ 三役会　
理事会
新年互礼会

 9：30
10：30
12：30

11 月 8 日㈬ 三役会　

10,17,24 日㈮ カラオケ教室

理事会
西宮市との協議

22日㈬ 女性部委員会
感謝の一円持ち寄り
健康講座「大道芸で笑って、健康に！」

17日㈮ たのしい体力測定

10：00

13：00

13：30
15：30

10：00
10：00
13：30

12：309：30

　

芸
術
の
秋
、
今
年
も
恒
例
の
高
齢
者

作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

絵
画
の
部
45
点
、
書
の
部
27
点
、
写

真
の
部
20
点
、
工
芸
の
部
15
点
の
合
計

１
０
７
点
の
出
展
で
し
た
。

　

高
齢
者
作
品
展
と
は
思
え
な
い
力
強

い
作
品
ば
か
り
で
引
き
込
ま
れ
ま
し

た
。

　

展
示
関
係
に
あ
た
っ
て
は
文
化
教
養

部
の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
）

平成 29年度
西宮市高齢者作品展
10月3日～6日　於：西宮市立市民ギャラリー
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今
年
の
夏
は
、
私
に
と
っ
て
非
常
に

厳
し
い
暑
さ
で
し
た
。
特
に
8
月
の
日

中
は
35
度
を
超
え
る
日
々
が
続
き
、
室

内
で
も
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
な
い
で
は
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

近
年
日
本
列
島
は
亜
熱
帯
地
方
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昼
夜
の
寒
暖
の
差
が
著
し
く
、
各
地
で

豪
雨
等
の
被
害
が
多
く
発
生
し
て
、
各

地
で
地
滑
り
や
住
居
の
崩
壊
、
浸
水
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
の
雨
に

よ
る
被
害
は
ど
こ
で
起
こ
る
か
予
想
が

付
き
ま
せ
ん
。
今
こ
う
し
て
原
稿
を
書

い
て
い
る
最
中
で
も
、
関
東
地
方
で
は

集
中
的
豪
雨
が
発
生
し
、
道
路
に
水
が

溢
れ
人
や
車
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

　

9
月
も
あ
と
残
り
少
な
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
が
、
真
夏
の
よ
う
な
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

9
月
10
月
と
言
え
ば
各
地
域
で
の
催

し
が
多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
私
ど
も
の

周
囲
で
は
、
中
学
校
（
地
域
外
）
や
小

学
校
の
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
先

日
も
中
学
校
の
体
育
祭
の
前
日
に
雨
が

降
り
テ
ン
ト
の
設
置
が
で
き
な
く
、
当

日
早
朝
か
ら
先
生
や
生
徒
で
行
っ
た
と

校
長
先
生
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

当
地
区
の
小
学
校
も
月
末
に
体
育
祭

を
控
え
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
開
催
の
3

日
前
か
ら
テ
ン
ト
張
り
の
準
備
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
明
け
方
の
雨
で
ど
う

な
っ
た
の
か
心
配
で
す
。

　

そ
の
他
、
10
月
に
は
津
門
神
社
の
秋

祭
り
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
主
催
者
に
と
っ
て
は
心
配
の
種
は

尽
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
原
稿
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
凌

ぎ
や
す
い
季
節
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

思
い
つ
く
ま
ま
に
記
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
に
は
﹃
大
都
市
近
郊
区
内
の
み

を
利
用
す
る
場
合
の
運
賃
計
算
の
特
例

（
上
図
参
照
）﹄
が
あ
り
、
重
複
し
な
い

経
路
を
選
べ
ば
、
1
区
間
の
普
通
運
賃

で
長
距
離
を
乗
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
制
度
、
案
外
と
知
ら
な
い
人
が

多
い
。
ぜ
ひ
一
度
車
窓
か
ら
湖
畔
風
景

を
眺
め
て
欲
し
い
。
湖
西
線
で
は
比
良

の
山
々
の
景
観
、
東
海
道
線
で
は
鈴
鹿

の
山
並
み
が
素
晴
ら
し
い
。

　

一
例
を
述
べ
て
み
よ
う
。
大
阪
を
起

点
と
し
て
隣
の
環
状
線
福
島
駅
ま
で

１
４
０
円
切
符
を
買
え
ば
、
琵
琶
湖
一

周
が
楽
し
め
る
。
東
海
道
線
を
京
都
ま

で
行
き
、
湖
西
線
を
通
っ
て
敦
賀
の
手

前
近
江
塩
津
で
下
車
、
北
陸
本
線
で
米

原
経
由
草
津
へ
、
草
津
線
を
通
っ
て
柘

植
駅
で
関
西
線
に
乗
り
換
え
天
王
寺
に

行
き
、
大
阪
環
状
線
福
島
駅
で
下
車
。

　

こ
れ
で
特
定
運
賃
の
コ
ー
ス
が
終
わ

る
。
こ
の
間
約
７
時
間
の
列
車
の
中
だ

け
の
旅
。
い
ま
鉄
道
フ
ア
ン
が
増
え
つ

つ
あ
る
。お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
も
よ
し
、

一
人
車
窓
を
楽
し
ん
で
も
よ
し
。
き
っ

と
何
か
を
発
見
す
る
で
し
ょ
う
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

校
区
会
長
便
り　
№
49

津
門
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

　
会
長
　
常
松
　
美
博

　甲陽園校区　田中　利美
　

今
年
は
宍
粟
市
か
ら
14
名
の
皆
さ
ん

が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
昨
年
は
美

し
い
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
滝
め
ぐ
り

と
ラ
ン
ド
セ
ル
工
場
を
見
学
。

　

今
回
は
武
庫
川
女
子
大
学
の
甲
子
園

会
館
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。
有
名
な
建

築
家
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の

愛
弟
子
で
あ
る
遠
藤
新
の
設
計
で
有
名

な
旧
甲
子
園
ホ
テ
ル
は
、
大
変
見
応
え

の
あ
る
素
晴
ら
し
い
建
物
で
し
た
。

　

宍
粟
市
か
ら
来
る
途
中
渋
滞
に
巻
き

込
ま
れ
、
到
着
が
遅
れ
見
学
時
間
が
短

く
な
っ
て
、
十
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
か
な
と
少
し
心
残
り
で
し
た
。

（
広
報
部
）

たちばなし～旅の余話～
琵琶湖一周 140 円の旅

第
8
回

宍
粟
市
老
人
ク
ラ
ブ
　

　
連
合
会
と
の
交
流
会

10
月
11
日
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わ
が
ま
ち
高
須
町
は
、
武
庫
川
の
河

口
に
位
置
し
大
小
50
棟
の
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
が
林
立
す
る
近
代
的
な
街
で
す
。

昭
和
54
年
春
に
入
居
が
始
ま
り
、
58
年

に
老
人
会
（
旧
名
鶴
寿
会
）
が
誕
生
。

現
在
で
は
９
単
老
に
成
長
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
高
須
町
に
は
65
歳
以
上
の

人
が
５
，
７
０
０
人
ほ
ど
お
ら
れ
る
の

で
す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
率
は
8
％

と
低
い
の
で
す
。

　

高
須
校
区
老
連
の
活
動
は
、
年
度
総

会
の
「
年
間
計
画
」
に
基

づ
き
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
旅

行
は
、
単
老
加
入
者
人
数

別
に
抽
選
し
、
3
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
実
施
。
4
月

に
奈
良
イ
チ
ゴ
狩
り
、
7

月
は
京
都
植
物
園
、
9
月

に
富
田
林
市
寺
内
町
街
並

み
（
江
戸
時
代
の
武
家
屋

敷
）
見
学
と
ぶ
ど
う
狩
り

（
食
べ
放
題
と
お
土
産
買

い
物
）
を
時
間
い
っ
ぱ
い

楽
し
み
ま
し
た
。
10
月
に

は
農
業
公
園
の
芋
掘
り
等
々
、
高
須
は

自
然
と
の
関
わ
り
に
人
気
が
あ
る
よ
う

で
す
。
ま
た
本
年
は
、
こ
と
ぶ
き
号
で

の
役
員
研
修
会
の
実
施

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
校
区
懇
親
バ
ス

旅
行
（
淡
路
島
）、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
、
カ
ラ
オ
ケ
芸
能

大
会
を
企
画
実
行
中
で

す
。
ま
た
「
い
き
い
き

体
操
」
は
6
か
所
の
会

場
で
、
週
1
回
元
気
よ

く
実
行
。

　

地
域
で
は
社
会
福
祉

協
議
会
高
須
分
区
委
員

と
し
て
、
恒
例
の
楽
し

い
「
敬
老
の
集
い
」
開
催
へ
の
協
力
支

援
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
会
員

の
参
加
を
呼
び
か
け
全
面
協
力
。
今
年

は
初
め
て
隣
の
部
屋
も
会
場
と
し
て
テ

レ
ビ
同
時
放
映
実
施
、
雨
の
中
参
加
者

の
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。
そ
の

他
幼
稚
園
児
と
の
楽
し
い
交
流
会
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
仲
良
く
・
楽
し
く
・
元

気
よ
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
老
連
へ
の
会

員
増
強
・
活
性
化
に
向
け
て
積
極
的
に

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

8
月
9
日
、
神
戸
市
の
摩
耶
埠
頭
に

あ
る
森
永
乳
業
神
戸
工
場
の
社
会
見
学

に
35
人
参
加
。
チ
ー
ズ
作
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
神
戸
工
場
で
は
ヨ
ー
グ
ル
ト

と
乳
飲
料
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
工

場
の
1
基
タ
ン
ク
に
は
５
０
０
０
頭
分

の
乳
が
入
っ
て
る
と
の
説
明
の
後
、
設

備
や
製
品
の
で
き
る
過
程
の
ビ
デ
オ
を

見
て
か
ら
工
場
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

工
場
内
は
機
械
化
さ
れ
て
お
り
、
コ

ー
ヒ
ー
や
紅
茶
の
カ
ス
を
メ
タ
ン
発
酵

に
よ
り
燃
料
化
し
て
、
工
場
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
感
心
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、皆
で
チ
ー
ズ
作
り
を
体
験
、

80
度
に
温
め
た
牛
乳
１
０
０
㎖
に
５
㎖

の
酢
を
入
れ
ゆ
っ
く
り
３
回
混
ぜ
る
と

カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
が
で
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ッ
カ
ー
に
の
せ
て
食
べ
る
と
本
当

に
お
い
し
く
、
簡
単
に
で
き
て
び
っ
く

り
し
、
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
昼
は
六
甲
山
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を

食
べ
、
に
ぎ
や
か
に
談
笑
し
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

秋
も
深
ま
り
寒
さ
が
身
に
し
み
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

　

夜
が
長
く
な
り
眠
り
に
良
い
時
季
で

す
。
し
っ
か
り
と
眠
り
、
朝
ス
ッ
キ
リ

と
目
覚
め
、
心
身
と
も
に
健
や
か
な
毎

日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

高
須
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

高
須
﹁
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
﹂

会
長
　
野
村
　
利
子

高
須
老
人
ク
ラ
ブ
の
今

今
津
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
　
大
段
　
雅
子

簡
単
に
チ
ー
ズ
が
で
き
ま
し
た

北
夙
川
校
区
　
北
楽
友
会

河
瀬
喜
和
子

◇
短
歌

瀬
戸
市
か
ら
開
け
て
う
れ
し
や
数
々
の

　
　

愛
し
く
育
て
た
野
菜
や
栗
が

秋
高
く
地
域
輪
に
な
り
運
動
会

　
　

晴
れ
て
う
れ
し
や
日
焼
け
の
帽
子


